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平成２６年７月 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２５年度） 

 

〔概 要 版〕 

 

１．運転事故 

 
○平成２５年度に発生した運転事故は、件数が７９０件で対前年度２１件（２.６％）減、死亡者数が

２７６人で同１９人（６.４％）減でした。 (表１参照) 
 

○乗客の死亡事故は、ありませんでした。 

 
 

表１：運転事故の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
 

 

 
 件 数  （対前年度）  死亡者数 （対前年度）  負傷者数  （対前年度）

列 車 事 故※ 1  17 件 （△ 5件）  0 人 （± 0 人） 99 人 （＋10 人） 

踏 切 事 故※ 2 290 件 （△ 5件） 93 人 （△28 人） 103 人  （ + 4 人 ） 

 うち踏切障害に伴う 

列車事故
※3 

2 件 （＋ 1件） 0 人  （± 0 人） 8 人 （△10 人） 

道 路 障 害 事 故 55 件 （△ 7件）  0 人 （△ 2 人） 17 人 （△ 4 人）

人 身 障 害 事 故 421 件 （△ 8件） 183 人 （+ 11 人） 243 人 （△17 人） 

 
うちホームでの 

人身障害事故 
221 件  （△ 2件） 31 人  （+ 7 人） 192人 （△ 7 人） 

物 損 事 故 9 件 （＋ 5 件）   

合 計 790 件 (△21件) 276 人 （△19 人） 454 人 （＋ 3 人）

※1 「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道における車両脱

線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 

※2 「踏切事故」は、踏切障害に伴う列車事故と踏切障害事故の総称です。 

※3 「踏切障害に伴う列車事故」の件数等は、踏切事故の内数であり、列車事故にも重複して計上されています。 

    合計の件数等は、この重複を除いたものです。 
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図１：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
 
 

①件  数                    ② 死亡者数                   ③ 負傷者数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図２：運転事故の件数及び死傷者数の推移 
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２．踏切事故 

 
○平成２５年度に発生した踏切事故は、件数が２９０件で対前年度５件（１.７％）減、死亡者数

が９３人で同２８人（２３.１％）減でした。(表１参照)  
 

○自動車等の直前横断による踏切障害事故は、件数が１４１件で対前年度２件（１.４％）減、

死亡者が６１人で同２６人（２９.９％）減となっています。 
 

○踏切遮断機の整備、踏切支障報知装置の整備等を推進する他、自動車が踏切道から出る前

に遮断機が閉じたときにはそのまま進行し遮断機を自動車で押し上げて脱出できることの周知

を図るなど、今後も事故防止を図っていきます。 

 

 

図３：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 
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①踏切種別別                   ②衝撃物別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③原因別                         

 

 

図４ 踏切事故の発生状況（平成２５年度） 
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３．人身障害事故 

 
○平成２５年度に発生した人身障害事故は、件数が４２１件で対前年度８件（１.９％）減、死亡者

数が１８３人で同１１人（６.４％）増でした。(表１参照) 
 

○線路内立入り等での接触による人身障害事故は、件数が１８９件で対前年度４件（２.１％）

減、死亡者が１５２人で同７人（４.６％）増となっています。 
 

○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」による人身障害   

事故は、件数が２２１件で対前年度２件（０.９％）減、死亡者数が３１人で同７人（２９.２％）増

でした。 
 
○ホームの安全対策としてホームドア等の整備や、「プラットホーム事故ゼロ運動」等により、今後

も事故防止を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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図６：人身障害事故の原因等別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
 

 

① 件  数                  ② 死亡者数                   ③ 負傷者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：ホーム等における人身障害事故件数の推移 
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４．輸送障害 

 

○平成２５年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は５，３３９件

で対前年度５４４件（９．２％）減でした。(図８参照) 
 
○鉄道係員、車両又は鉄道施設に起因する輸送障害（部内原因）は、１，５６６件（２９．３％）で対

前年度７２件（４．４％）減でした。このうち、鉄道係員に起因するものが２９５件で同３２件

（１２．２％）増、車両に起因するものが８４１件で同７６件（８．３％）減、施設に起因するもの

が４３０件で同２８件（６．１％）減でした。 
 
○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、２，０４４件（３８．３％）で対前年度１８７件（ 

８．４％）減でした。このうち、自殺によるものは、６０５件で同２６件（４．１％）減、動物によるもの 

は４６５件で同４９件（９．５％）減でした。 
 

○風水害、雪害、地震等の自然災害による輸送障害（自然災害）は、１，７２９件（３２．４％）で対

前年度２８６件（１４．２％）減でした。なかでも、風水害によるものが８５８件で同２３０件（２１．１％）

減、雪害によるものが３３６件で同３２件（１０．５％）増、地震によるものが５６件で同６件（９．７％）

減でした。 

 

 

図８：輸送障害件数の推移 

 

567 652 830 807
601

878 885 1,005
810 969 1,088 1,099 1,285

982 980 1,134

1,906 1,688

1,339
1,353

1,416

1,292

1,718

1,911
2,014

1,729

384
435

477 560
636

682 742
843

824
828

898 905
925

949 1,096

1,362

1,352
1,542

1,477 1,564

1,472

1,593

1,806

1,851

2,231

2,044

932
1,034

1,171 1,241 1,337

1,404
1,422

1,488
1,352 1,410

1,323

1,533

1,502

1,450
1,471

1,432

1,547

1,971

1,605

1,442

1,303
1,269

1,395

1,518

1,638

1,566

1,883
2,121

2,478
2,608 2,574

2,964 3,049

3,336

2,986
3,207 3,309

3,537
3,712

3,381
3,547

3,928

4,805

5,201

4,421
4,359

4,191
4,154

4,919

5,280

5,883

5,339

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

S63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

（件）

（年度）

部内原因

部外原因

災害原因


